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十
一
月
三
日
以
、
「
文
化
め
日
L

で
す
。
文
化

と
い
う
意
味
を
学
絞
め
慾
史
の
教
科
書
で
み
る

と
、
識
や
且
凋
時
時
代
の
仏
海
滞
と
か
、
平
安
時
吋
代
の
絵

巻
物
め
よ
う
な
文
化
遺
産
か
ら
、
鎌
倉
時
吋
代
の

仏
教
忍
慾
と
い
っ
た
被
象
的
な
も
の
ま
で
す
べ

て
吋
文
化
」
と
い
う
授
業
で
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
…
年
の
こ
の
目
、
戦
争
放
棄
、
主

権
絞
氏
、
法
本
釣
人
権
を
う
た
っ
た
院
本
脳
出
憲

法
が
公
布
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
来
初
へ
の

窓
悠
を
奉
加
撤
と
す
る
文
化
を
発
夜
さ
せ
よ
う
と

い
う
の
が
こ
の
日
の
綴
旨
で
す
。

私
た
ち
の
先
祖
が
苦
心
し
て
き
ず
き
あ
げ
た

食
重
な
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
、
後
品
棋
に
よ

り
よ
い
形
で
殺
す
こ
と
は
以
た
ち
の
後
務
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
文
化
対
を
保
獲
し
て
い
く
た
ぬ
に
文

化
対
務
議
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
郷
土
の
慾

由
民
を
ふ
っ
か
え
号
、
よ
い
よ
い
形
明
、
践
す
た
の

に
市
ゅ
ん
議
さ
ん
委
問
問
会
を
発
尽
き
せ
ま
し
た
。

き
て
、
こ
の
日
を
や
心
に
学
校
や
抽
地
方
公
共

団
体
で
は
、
学
開
問
松
前
や
文
化
的
肌
怖
が
き
か
ん
に
開
聞

か
れ
、
お
ご
ろ
の
努
カ
の
柏
頼
回
聞
が
議
縦
訓
に
ス
ポ

i
ツ
に
と
き
ま
夕
、
ま
な
形
で
公
開
さ
れ
ま
や
，
。

当
夜
明
、
は
、
中
央
公
民
館
を
や
心
に
芸
能
緩

や
作
品
展
示
会
な
ど
た
く
き
ん
の
行
本
が
湾
出
陣

さ
れ
ま
す
窃

み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
を
利
出
府
し
て
、
力
作

を
投
じ
る
な
り
、
淡
総
代
前
に
参
加
す
る
な
守
し

て
十
九
佑
終
を
畿
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

(
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ニ
一
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わ
た
し
た
ち
の
質
問
箱

官
級
第
…
仲
院
議
内
ト
ン
ネ
附
則
ぃ
卒
業
と
し
て
際
紛
皆
川
崎
間
金
い

E
U

ル
…
?
の
泣
付
叫
が
な
い
為
.
た
し
ま
し
た
が
、
そ
開
後
山
崎
設

疫
に
な
る
と
通
行
す
る
め
に
大
待
機
倒
が
ひ
ど
く
‘
今
後
も
予

変
不
同
市
心
で
す
。
単
自
に
、
文
相
品
さ
れ
ま
す
の
で
都
市
弘
前
回
開
滋

夫
な
力
パ
ー
の
つ
い
て
い
る
後
絡
が
鉄
筋
開
始
に
な
る
時
点
で

灯
を
取
り
付
け
て
下
手
い
。
時
開
瑚
鳴
い
た
し
た
い
と
務
ヒ
ま
す
か

な
お
、
応
急
処
置
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ム
日
品
帯
電
灯
合
総
澄
し

た
い
と
怒
い
ま
す
。

喜
ご
臨
閣
議
の
相
間
関
川
川
、
開
閉

1
1
利
回
十
六
年
度
同
窓
総

@ 
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勝描媛珊抽滋串

ろ附綴蹴持徐伸
ι
を
ス
ロ

l
ガ
ン
と
し

た
次
醐
郊
刑
削
鍬
糊
削
銭
糠
楢
終
附
茨
抽
銭
哨
に
パ
ト
シ

Nは
悼
削
引
引
き
地
幾
椋
が
れ
ま
し
た

6

同
制
本
的
栄
営
を
か
け
た
遊
間
間

約
五

8
閥
、
本
鉄
勢
の
日
閣
制
織
は

め
ざ
ま
し
〈
、
つ
い
に
こ
十
八

年
院
に
し
て
初
の
総
会
綴
鯵
、

ぷ
邸
内
、
く
心
・
掴
埠
く
カ
・
糊
時
〈

太
臨
掬
」
が
…
つ
に
企
っ
て
燃
え

絞
ゆ
り
た
鐙
火
は
、
十
月
十
九
日

第
総
合
滋
数
揚
陸
上
波
技
場
予
、

終
湖
回
出
体
秋
地
中
火
会
に
別
れ
を

血
悶
河
川
て
鯵
か
に
端
情
え
ま
し
た
。

国
内
時
吋
に
ぶ
引
と
緑
司
ま
ご
ニ

思
ヒ
意
義
を
と
も
金

2
M

相
級
官
n
i汁
J
V
閉
山
花
江
34
稲毛
j
v
z
v
w
b
喝
到
可
制
一

b
L
U

中
央
公
民
館
へ
寄
繕
を

近
ご
ろ
的
機
演
技
会
は
、
説
明
ん
e

し
い
も
め
に
ば
か
今
岡
闘
を
む
け
、
数
治
、
文
化
的
栄
え
た
普
在

一
浅
い
も
め
を
大
切
に
す
る
と
い
伝
え
る
文
化
時
間
は
‘

b
た
し
た

一
う
気
持
を
人
々
、
特
に
若
者
た
ら
に
と
っ
て
治
去
を
綴
る
議
後

一
ち
か
ら
緩
い
つ
つ
為
る
よ
う
で
な
予
が
か
り
で
す
。

一

す

。

な

か

に

は

騨

鳴

き

鴻

既

に

こ

ま

一
新
制
関
紙
や
綾
叫
誌
は
、
家
庭
に
号
後
て
て
し
ま
お
う
か
と
迷
つ

一
来
る
ち
り
紙
交
換
に
山
田
せ
ば
、
て
い
る
カ
も
あ
る
と
階
部
い
ま
す
。

一
ま
た
同
じ
畿
と
し
て
冨
丹
生
殺
害
そ
ん
な
方
の
た
め
に
中
央
公

一
れ
ま
す
。
し
か
し
、
殺
を
物
語
氏
絞
で
は
、
緑
念
総
間
前
借
障
を
つ

今
晶
一
る
文
化
財
は
、
一
度
こ
わ
し
た
〈
専
念
滋
滋
兵
(
夜
間
持
)
漁

り
捨
て
て
し
ま
え
ば
も
う
二
皮
具
、
農
総
同
周
炎
な
ど
町
文
化
財

と
一
一
高
い
総
る
こ
と
は
為
。
ま
せ
を
み
な
さ
ん
か
ら
後
供
し
て
い

天
皇
杯
を
緩
得
、
女
子
も
ニ
伎

の
栄
笈
に
嫁
き
ま
し
た
。

水
中
市
を
代
表
し
て
出
問
機
し
た

十
名
向
感
徐
掛
陣
争
も
み
ん
な
カ

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
号
、
本
国
掃
の

勝
利
へ
火
器
く
繋
献
し
ま
し
た
。

パ
ド
ミ
ン
ト
シ
世
間
校
女
子
は
、

二
総
鐙
潟
絞
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
都

町
山
問
、

W
T
脇
町
、
議
脇
町
内
コ
シ

ピ
が
慾
関
岡
、
み
ご
と
織
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
鹿
免
除
閣

総
三
伎
の
笑
綴
か
ら
今
大
会
は
、

短
絡
線
総
と
し
て
大
い
に
制
帰
後

き
れ
ま

L
た
が
、
世
情
散
大
開
棋
軌
貯

の
後
H
M
浮
〈
、
つ
い
ぷ
決
勝
戦

で
援
を
の

ιだ
の
で
す
，

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
員
男
子
で

は
、
設
問
問
良
闘
力
さ
ん
〈
殺
孫
子

官
開
校
教
諭
〉
が
出
場
し
、
み
ご

と
な
チ
i
ム
ワ
ー
ク
告
発
揮
し

て
拍
車
綴
終
と
な
り
ま
し
た
a

選
手
殿
内
線
い
大
阪
府
と
一
糸

魚
い
い
戦
勺
た
こ
と
は
、
一
一
一
役
に

入
愛
す
れ
ば
上
出
来
と
い
う
予

測
時
金
〈
つ
が
え
し
て
の
立
擦
な

成
綴
で
あ
っ
て
‘
大
い
に
称
奨糊たゐ

A'た札匁
Y

凶
層
調書申

骨

た
~
だ
き
大
切
に
保
安
し
、
後
生

的
人
々
に
引
綴
い
で
い
〈
仕
事

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

制
問
土
的
災
時
折
を
樹
首
抽
賭
さ
れ
る

方
は
ぜ
む
、
中
央
公
険
館
へ
こ

連
絡
く
だ
さ
い
。

電
設
、
会
一

1
0五
一
五

さ
れ
る
綴
綴
で
い

'a

絡
協
制
一
絞
に
帥
伸
、
鐙
郁
夫
き

ん
(
湖
北
A
U
七

i
一一一八一{問問。

火
)
が
出
場
し
ま
し
た
が
.
制
調

人
で
一
一
一
位
に
入
賞
、
脚
内
保
叩
総
会

緩
臨
時
に
大
器
〈
素
描
院
し
ま
し
た
9

備
姐
さ
ん
は
、
波
与
原
珂
紬
障
害
飛

越
欄
間
体
ト

i
ナ
メ
ン
ト
に
出
州
場

し
、
金
閉
臨
時
番
地
区
プ
ロ
ッ
ク

者
総
ち
品
拭
い
て
き
た
総
鋭
と
念

々
滋
を
緩
い
a

甘
い
、
み
ご
と
入

賞
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
排
惜
し
く
も
上
位
入
賞

を
逸
し
た
中
々
も
勢
々
数
々
、
叫
打

と
出
向
に
ま
み
れ
て
カ
い
っ
ぱ
い

戦
い
ま
し
た
。

心
か
ら
数
千
を
送
る
と
と
も

に
今
後
の
よ
り
一
綴
の
ご
治
践

を
糊
期
待
い
た
し
ま
す
。

資
事
骨
的
醐
押
し
い
一
ぺ

i
ジ
を

尊
い
緩
齢
献
と
患
い
山
知
で
綴
っ
た

若
期
間
関
除
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

が
柄
拘
う
て
も
、
ぷ
た
ち
の
住
む

前
町
み
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
、

世
間
し
い
緑
土
を
き
ず
い
て
ま
い

り
た
い
も
の
で
す
。

関
体
役
員
五
名
が

出
場
し
ま
し
た

聞
出
仕
開
後
閥
周
と
し
て
次
的
V

品
名

的
方
々
が
泌
総
事
れ
、
各
銭
丹

後
報
慨
を
無
事
に
醐
市
た
事
丸
ま
し

た
e

ご
惜
官
品
百
害
主
で
し
た
。

V
口
同
本
臨
障
上
競
技
選
盟
公
認
審

判
災

。
臨
楠
綴

熊
一
時
附
田
夫
線
開

L
O八
八

昭
和
開
問
年
九
月
五
羽
生

問
調
棚
曲
音
紘
湖
北
合
一
ニ
j
十
i

一
…
総
和
二
十
年
五
月
五
日
生

。
山
出
発

今
井
喜
談
終
日
秀
一
一
六
一
…
!

一
一
総
務
二
年
三
狩
月
五
日
生

O
決制勝

森
谷
武
次
梢
開
設
合
一
日
一

i
附闘
i

二
十
間
噌
布
和
五
年
ト
二
月
十
八

昌
生

拙
慨
辺
広
予
約
山
山
二
!
八

l
十

二
緩
和
刊
二
十
五
年
八
丸
二
十

五
8
生

所
得
税
第
一
一
期
分
の
納
期
般
は

十
一
月
五
十
日
(
金
)
で
す

V
録
曲
官
抽
開
制
制
告
制
特
阻
m事
れ
て
い

る
方ご

指
耕
地
的
金
数
機
開
問
に
仙
制
待

機
を
憲
一
挨
一
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
約
制
期
制
限
(
十
一
割
月
ぷ
十
円
ロ
)

に
約
付
で
魯
ま
す
よ
、
守
、
あ
ら

か
む
め
預
金
的
機
織
を
お
願
い

し
ま
す
会

な
お
、
ご
随
分
帯
、
約
付
事
れ

ま
す
と
一
一
需
品
紛
糾
刊
に
な
り
ま
す

か
ら
ご
総
窓
〈
だ
さ
い
器

V
様
替
品
開
制
棋
を
利
刻
さ
れ
て
い

な
い
ガ

す
一
月
上
勾
に
お
送
れ
ソ
し
ま

L
た
納
付
察
で
納
期
緩
(
十
一

月一一一十
n
M
〉
ま
で
に
、
も
よ
り

の
銀
行
*
謝
野
俊
潟
ま
た
は
総
務

線
へ
お
納
め
く
だ
き
い
・

V
欄
摺
軸
官
納
税
ご
利
用
の
お
す
す

め

振
替
納
税
を
制
刊
同
刑
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
納
税
に
便
利
な

援
替
絞
殺
の
ご
利
織
を
お
す
す

め
し
ま
す
e

第
二
糊
用
分
か
ら
ど

創
刊
開
期
宰
れ
る
務
会
は
、
締
約
付
蓄

に
閣
内
封
し
ま
し
た
吋
帯
同
対
念
日
M

陸
銀
替
依
頼
蜘
閥
、
納
付
帯
官
滋
付

依
綴
幾
L

を
十
一
関
月
十
日
ま
で

に
税
務
務
へ

帯
一
続
税
証
開
明
叫
骨
の
岨
開
淡
に
つ
い

水

道

行

政

鴻
水
甥
に
構
え
記
管
を
増
設

的
笈
N
M

、
異
常
す
同
省
容
と

摘
が
少
な
か
っ
た
ニ
と
に
よ
り

都
市
川
砧
金
随
約
に
払
棚
氷
川
制
緩
等
伊

丹
捻
裁
が
と
ら
れ
、
生
山
部
附
川
水

臨
時
抑
怖
に
つ
い
て
、
今
後
強
力
な

品
削
且
す
っ
ザ
き

宗
一
る
…
…
…
…
一
会
…
…
一

，
¥
す
告
…
一
…
議
題

…
…
一
関
報
一
…
…
…
射
一
一

一
…
に
離
…
一
期
…
…
一
一

一…一政一一……培一-一…

…
…
…
市
一
川
一
紘
一
一
γ

取
修
所
得
税
に
M
M

い
て
十
一

月
一
日
か
ら
儀
子
計
算
銀
総
的

淡
海
処
還
に
移
行
し
ま
す
の
で
、

最
近
コ
ヶ
月
筏
凌
〉
に
お
い

て
申
告
ま
た
は
、
帥
削
付
寄
れ
ま

し
た
場
合
に
凶
H

J
中
嶋
商
品
習
丹
携
し

お
よ
び
「
綴
収
証
繋
」
を
ど
持

参
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
を
行
な
い
ま
す

み
を
さ
ん
円
脅
か
に
は
、
土

地
‘
碍
錨
物
を
衛
策
し
た
場
合
や

抑
制
緩
、
賊
与
舎
し
た
場
合
、
ふ

る
い
は
掛
構
築
を
問
問
扮
し
た
場
合

な
ど
の
税
余
は
ど
う
な
る
か
絡
‘

税
金
に
つ
い
て
綴
淡
し
た
い
方

ゃ
な
ず
ね
な
い
方
が
い
ら
勺
し

ゃ
る
と
患
い
ま
す
e

机悼
f

抑
制
杭
務
国
曹
は
宅
総
務
担
相
談

を
次
的

k
お
号
行
な
い
ま
す
舟

悼
嶋
脇
用
が
櫛
官
滋
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
準
い
、
十
宇
治

い
い
む
い
て
は
、
そ
の
水
H
単
は
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
的
、
給
水

総
力
に
え
し
て
、
協
和
水
件
数
h
b

よ
吋
日
抽
問
問
問
試
が
念
散
に
治
相
期
し

た
た
め
‘
ぬ
矧
ゆ
小
械
哨
に
遠
い

d

怖愉

陥
刷
機
?
、
ピ

i
ク
帥
吋
に
永
住
が

下
っ
て
ど
淡
泌
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
開
明
年
会
堂
ま
で
に
は
、

配
本
絞
め
相
設
に
よ
り
、
こ
の

綾
子
」
液
晶
閉
し
て
万
余
を
開
削
す

る
所
存
で
あ
り
ま
ナ
。

学
校
用
地
の
取
得
挟
現

四
技
の
埠
地
買
収
を
め
ざ
す

量生築が千幸tれる将位小学校

こ
的
伶
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
的
{
足
掛
開
会
に
お
き
ま
し
て
、

伸
子
校
波
崎
地
取
得
的
蹄
批
准
に
つ
い

て
持
ご
淡
織
を
た
ま
わ
り
、
怒

カ
を
し
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
‘
ま
ず
畿
二
一
小
学

校
用
地
的
税
制
刊
に
つ
い
て
は
、

州
市
線
土
地
区
医
務
線
事
業
議
行

区
時
域
内
務
十
醤
街
区
に
、
一
六

照
明
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
的
保
綴

柏
崎
を
予
定
し
て
お
号
、
今
年
後

中
に
は
取
得
い
た
し
ま
す
a

有
能
小
学
後
潟
地
に
つ
い
て

は
、
淵
怖
布
佐
小
学
校
間
期
柏
崎
町
西

憾
に
隣
怯
慨
す
る
約
一
五
七
一
一
w
T

カ
メ

i
ト
ル
を
疑
問
帆
す
る
で
計
一
鈎

で
あ
り
却
ま
す
a

今
議
会
に
、
こ

れ
ら
酌
帆
絡
に
つ
い
て
後
務
気
村
担

行
為
を
嶋
崎
山
山
し
て
ご
ざ
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
早
い
終
織
に

取
得
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
a仮

称
柑
岡
野
山
小
学
校
開
明
治
に

つ
い
て
は
、
間
叫
殺
す
で
に
四
月
殺

を
議
め
て
お
り
、
?
?
均
一
備
品
開
一

五州問一一

O
本
ガ
メ
ー
ト
ル
の
う

ち
、
五
九
八
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル

が
す
で
に
闇
料
収
済
み
で
糸
り
ま

し
て
、
残
る
九
州
側
一
}
…
八
平
方
メ

i
ト
作
的
寅
絞
に
つ
い
て
、
全

力
を
あ
げ
て
ま
い
り
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
a

湖
北
小
学
校
岡
市
織
に
つ
い
て

は
、
コ
一
七
山
側
一
一
三
平
方
メ
ー
ト

ル
を
計
画
い
た
し
ま
し
て
‘
四
明

夜
‘
各
州
関
係
地
権
者
と
綴
し
ム
ロ

い
を
進
め
て
お
り
ま
す

α

こ
れ

は
、
滋
戸
地
先
的
液
倒
的
水
図

を
滋
立
て
て
中
学
校
数
波
止
し

よ
う
と
す
る
も
内
で
島
り
ま
す
a

北
悶
都
前
改
造
事
業

住
民
参
加
に
よ
る
都
甫
づ
く
り

問
問
符
秘
的
明
か
ら
実
織
し
て
い

た
予
定
計
閤
絞
滅
的
現
務
相
側
裁

は
予
後
ど
お
守
終
え
て
宅
八
月

二
十
二
割
に
は
際
的
緩
ι

議
官
が

謝
明
治
銭
安
を
行
者
う
な
ど
、
強

行
段
滅
的
設
定
に
つ
い
て
諜
加
担

当
議
と
事
務
校
合
せ
を
簿
一
め
て

お
り
ま
す
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縮
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今
後
は
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し
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側
市
計
一
摺
衛
隊
約

品
開
時
削
を
日
付
屯
い
、

W
民
総
決
定
に

際
し
て
は
臨
時
制
刊
者
と
十
一
ゅ
分
に

鼎
私
自
掲
の
交
換
を
閉
閥
均
二
位
悶
民
参

加
却
に
よ
る
都
市
づ
く
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を
し
て

ま
い
る
品
川
移
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ま
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好
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市
民
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課
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会
げ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
給

機
で
す
。
お
裁
の
生
活
に
不
使

を
擦
と
‘
お
緩
い
す
る
中
閉
会
議

終
さ
ん
も
近
く
い
い
閥
見
あ
た
ら
ず

怒
っ
て
い
る
か
た
、
そ
う
し
た

中
市
災
の
み
な
き
ん
の
ふ
患
接
的
中
御
'

を
ヨ
ロ
シ
タ
繋
が
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
の
療
の
人
ね

が
ふ
え
て
に
ぎ
や
か
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
由
市
役
所
持
仕
事
も
ま

す
ま
す
増
え
、
新
し
い
学
校
を

つ
く
号
、
新
し
い
道
路
を
つ
〈

号
、
料
相
し
い
排
水
制
聞
を
つ
と
る

と
い
っ
た
よ
う
に
‘
一
度
に
数

出
地
内
も
の
お
金
が
か
か
る
大
き

な
仕
事
が
ど
ん
Y
い
ん
で
き
て
ま

い
り
ま
す
。

市
役
所
的
機
関
U
M

、
そ
う
し

た
大
き
な
徐
惑
を
ま
と
め
る
の

に
鋒
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追
い
ま
わ
寄
れ
て
い
る

た
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、
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を
ふ
や
し
殺
問
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脅
鳩
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で
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こ
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i
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と
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王
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挙
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主

義

E
i
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札
滋
一
旦
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来
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一

工

事

情

縁
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時
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酬
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情

出
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瓦
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伸
む
か
し
、
会
開
閣
の
諸
臨
開
滋
我
孫
子
い
い
同
伸
、
竪
部
}
高
齢
制
滋
と

L
て
も
付
金
戸
築
出
削
と
い
っ
た
郎
径
と
い
わ
れ
る
い
こ
い
の
紳

仲
町
一
肉
側
関
H

二
塁
(
一
一
一
十
六
町
)
〈
水
戸
街
道
)
や
成
mm
街

道

に

庶

民

間

平

和

を

も

た

ら

し

た

政

務

も

栄

え

た

。

村

山
ケ
ご
と
に
、
土
音
機
く
感
与
、
擦
が
た
て
ら
れ
た
が
、
今
川
議
自
主
数
縮
刷
し
た
も
円
で
す
。
成
随
一
紛
滋
に
は
現
司
獄
、
策
特

ー
い
桜
木
を
綴
え
た
り
し
て
、
畿
務
総
滋
ぞ
い
に
一
観
点
線
務
内
務
終
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旅
人
災
対
知
子
拘
束
苑
付
近
と
湖
北
川

一
村
絞
め
路
標
と
し
た
議
.
が
揖
慢
の
お
も
か
げ
舎
の
こ
し
て
の
歩
〈
一
行
総
も
、
ほ
ほ
決
ま
り
の
義
務
付
授
と
布
佐
の
消
防
中

日

碍

江

戸

時

代

古

川

ヒ

持
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…
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る
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そ
れ
に
よ
勺
て
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織
と
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っ
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台
三
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戸
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滋
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人
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醐
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間
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Et一
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つ
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が
わ
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僻
一
村
わ
れ
、
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の
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別
滋
に
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ど
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を
料
開
た
な
い
わ
け

で
す
か
ら
‘

の
よ
う
を
行
段
上
的
ヒ
ズ
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簡
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ど
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ら
れ
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付
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岡
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や
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的
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滋
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会
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融
制
機
訓
練
の
す
す
め

再
就
職
・
転
職
希
情
聴
者
に

現
在
、
投
蜘
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い
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身
、
ゆ
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側

担
'
品
開
半
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績
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械
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潟
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械
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菜
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